
横浜型小中一貫教育

〉〈南台小学校・日下小学校・上大岡小学校の３小学校と笹下中学校で構成しています。

平成24年度より、横浜市立小・中学校では、全142ブロックで「横浜型小中一貫教
育」が全面的にスタートしました 「横浜型小中一貫教育」とは、敷地や校舎を共有す。
るなどの物理的な条件に関係なく、小中学校教職員が情報交換や連携をして、義務教育
9年間の連続性を図った小中一貫カリキュラムに基づく教育活動を推進することです。
このことによって、子どもの学力向上や、児童生徒指導上の課題の解消を目指します。

《 》ブロックテーマ

小中授業交流を中心とした義務教育９年間の連続性のある教育を目指して
～小中職員の特性を生かしたＴＴ(ﾃｨｰﾑﾃｨｰﾁﾝｸﾞ）の実現～

【小中一貫教育担当者会（年４回）】
小中一貫教育推進について、各校の実務担当者打合せ。

【児童支援・生徒指導専任、児童指導担当者会（年４回）】
児童・生徒指導に関わる情報交換、地域関係者との連絡。

【小中教職員交流会（６月）】
中学１年生担当教員と小学校前６年生担任との情報交換。

【地区懇談会（７月）】
小学校毎に、校外担当教員が中心となり小中合同実施。

【小中合同研究（１月）】
小学校教員による中学校授業の参観、教科別合同研究討議。

【その他の取組】
○ 小学校の中学生職業体験の受け入れ。
○ 中学校教員による、小学生への陸上指導。
○ 小学校音楽会への中学生参加 （合唱部・ジャズ部）。
○ 小中地域合同落ち葉掃き清掃。

南台小学校

842-1478☎

日下小学校

843-7838☎

上大岡小学校

842-6161☎

笹下中学校

841-1333☎

小中授業交流（６月＆９月）】【

中学校の教員が小学校に出向き、

小学校の教員とTT(ﾃｨｰﾑﾃｨｰﾁﾝｸﾞ)に

よる授業を行っています。

実際に授業を一緒にすることで、

お互いに授業改善を図ります。小学

生と中学校教

員との関わり

は、中学校入

学後の指導に

も活かされて

います。

児童生徒交流日（１０月）】【

中学校の授業を小学校６年生が見

学。その後、中学校のオリエンテー

ション（行事や活動の様子のVTR視

聴・生徒会生徒による説明）や部活

動見学も行っています。

中学校入学に向け、新たな希望

と準備のよい機会となっています。

生徒から先生に変身し

緊張の瞬間！

［職業体験］


